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教育目標 ： 『よく考え 自ら学ぶ人』・『正しく判断し 実行する人』

『礼儀正しく 情操豊かな人』・『心身ともに健康な人』

渕江中ＨＰ

「とてつもなく･･･」

創立60周年記念 令和元年度 第52回運動会

渕江中学校だより

見事な青空が広がる猛暑の５月25日

（土）、熱中症が気にかかる中で、本校

第52回運動会が開催されました。

噂には聞いていた、本校三大行事の１

つである運動会。どのような感動、どの

ようなドラマが待っているのかを楽しみ

にしていました。そして、運動会の進行

とともに私の

心に浮かんで

きたのが、

「とてつもな

く」あるいは

「とてつもない」という言葉でした。

本校の生徒が運動会に向かう姿勢は、

「とてつもなく本気」であり「とてつも

なく全力」です。出せる限りの声を張り

上げての「あいさつ」、「行進の号令」

「応援団」。「とてつもなく勝負にこだ

わって」競技に取り組み、しかしながら

結果にはあまりこだわらないが故に、勝

利や優勝の

瞬間はもち

ろんのこと、

たとえ最下

位であって

も互いの健

闘をた

たえ合

い、

「とて

つもな

く楽し

い」時

間を共有し、時には「とてつもない感

動」を味わうことができました。

昼休みに行われた応援団の演技は、各

学年が必死でつくりあげた集団行動やみ

ごとなウェーブの大成功もあり、「とて

つもない満足感」を生徒に与えました。

２，３年女子による素敵なダンス、２，

３年男子による凜々しく整然とした組体

操、会場を大いに盛り上げた吹奏楽部の

マーチングドリル等、演技種目において

も「とてつもない完成度」を示してくれ

ました。「とてつもなく盛り上がった」

生徒の歓

声やアン

コールの

声は、学

校として

の一体感

を築き上



げ、生徒の感動、自己肯定感、規律、自

主性等を育てる、本校における教育の成

果をいかんなく示すものでした。

帽子の着用、

給水の呼びか

け、一斉給水

タイム等、様

々な取組もあ

り、幸いにし

て熱中症等による大きな事故もありませ

んでした。しかし、大変申し訳なかった

のは、これらの取組と生徒の活動時間を

両立させるために、事前に多くの時間を

かけて準備していただき、参加を募って

いただいたＰＴＡ競技を中止にしていた

だいたことです。ここに改めてお詫び申

し上げます。

そのような大人の反省点はあれど、こ

れぞ「渕江の運動会」ともいうべき、素

晴らしい１日となりました。

生徒活躍の記録

○男子バレーボール部

・春季大会 第５ブロック大会 優勝

都大会 ベスト８

○女子バレーボール部

・春季大会 区大会 ベスト８

○サッカー部

・足立区連合体育大会 ７位入賞

○陸上競技部

・足立区民大会 中学男子 砲丸投

３位 本間 宇輝（3-3）

○吹奏楽部

・銀座ゴールデンパレード（5/5）出演

離任式

４／26（金）、本校体育館で離任式を

行いました。本校の教育に強い思いを抱

き、本校を愛する先生方から、多くの熱

いメッセージを頂戴しました。

吹奏楽部の演奏で入退場し、お話をい

ただき、生徒からは全力の歌声をプレゼ

ントしました。別れは悲しいことではあ

りますが、新しい環境でお互いに頑張ろ

うと励まし合う会にもなりました。

お世話になった先生方、本当にありが

とうございました。

ちょっと良い話

５月半ば過ぎ、地域の方から本校に電

話が入りました。内容は、校門前で小さ

な子供が転んでしまったとき、本校の生

徒が優しく助けてくれたことが、とても

嬉しかったということでした。素晴らし

いことだと私も嬉しくなりました。




